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定 例 会定 例 会

　災害時でも平時のイベント
などでも使用できるトイレト
レーラーを導入します。併せ
て、バイオトイレやラップポ
ントレッカーなども備えます。

災害用トイレ整備事業1Pickup

1,900万円

トイレトレーラー
出展：北杜市ホームページ

　小中学校で使用している学
習端末を更新し、学習活動の
より一層の充実に努めます。

子ども達の一人一台端末2Pickup

3,740万円

学校で使用している端末を更新

　　　第１回第１回
定例会定例会

定例会の定例会の
あらましあらまし

　令和７年第１回定例会を３月６日から24日までの 19日間の日程で開催し、補正予算の専決承認１件、条例改正15件、
公の施設の管理者指定２件、各会計の補正予算８件、 新年度予算７件、農業委員選任の同意案10件を可決・同意して閉
会しました。一般質問は１人60分以内とし、７人の 議員が登壇しました。（６～９ページ参照）

令和７年度一般会計予算を可決

み続けられる町づくりへ災害に備え、未来も住

令和７年度予算は広報ひがしいず
４月号で見ることができます。

132万円

分娩施設通院費用補助
5Pickup

　遠方の産科での検
診や分娩時の交通費
や宿泊費を支援しま
す。

　75歳以上の疾病予防・重症化対策やフレ
イル対策のため、人間ドック費用を助成しま
す。

後期高齢者人間ドック補助
6Pickup

　熱川小、稲取小の音楽室、理科室にエアコ
ンを新たに設置します。

小学校の空調機器設置
7Pickup

　カート型の車両が30分
程度で稲取地区を１周
し、予約なしで利用でき
る交通の実証実験をしま
す。次世代の移動手段の
一つとして、観光客や住
民の方にとってのメリッ
トや費用対効果などを調
査します。

1,400万円

巡回型グリスロ実証実験
3Pickup

　旧稲取幼稚園が全
世代の交流拠点に生
まれ変わります。
　ワーケーション＆
学習スペースや小さ
な子ども達が室内で
遊べるスペースなど
を整備します。

1 億円

よりみち135改修事業
4Pickup

カート型車両
出展：環境省ホームページ

※グリスロとはグリーン※グリスロとはグリーン
スローモビリティの略スローモビリティの略
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予 算 審 査予 算 審 査

さらなる実績検証を
予 算 審 査予 算 審 査
特別委員会特別委員会

意見を付して予算を可決

　第１回定例会で提出された令和７年度一般会計・特別
会計の当初予算は、予算審査特別委員会に付託し３月
10日、11日、12日、21日の４日間にわたり審議しまし
た。審議の結果、以下の意見を付し予算を可決しました。

適正な補助金支出について提言１
　町長が会長を務める協議会への補助金支出は見直しが望ましい。特別な事由がある場
合は議会と監査委員に通告し、行政監査を受けるべきである。また、補助団体を経由し
別団体が事業を行うケースも公正性を損なう恐れがあり、改善が必要である。

令和７年度
令和７年度

予算予算
可決可決

観光関連予算に対する事業検証の報告について提言３
　観光関連事業は、複雑になり内容の把握や事業効果もわかりにくい状況にあるが、事
業実施の効果はこれまでは、年間宿泊者数とされてきた。新年度予算では個別に人件費
が計上され、それぞれの補助金等の事業において、費用対効果の検証が容易になったと
考える。町は観光協会等補助金団体に対して、事業の検証ができる事業報告の作成を求
めるようにされたい。

ごみ堆肥化事業について提言２
　ごみ堆肥化事業の収入268万円に対し、支出は3,180万円。事業実施は意義あること
なので、現在の稲取地区宿泊施設対象を、全町に広げる計画・目標を策定するよう取り
組まれたい。

福祉事業や健康づくりの取り組みについて提言４
　高齢化率 47％超の当町では、安心して暮らせるまちを目指す上で、行政の事業実績・
効果を町民全体に広げることが課題となっている。国の重層的支援体制でも町民・ボラ
ンティア参加が重要であり、協力者づくりを進めるべき。町民参加を強化し、福祉と健
康づくりを充実させ、安心のまちづくりを実現されたい。

老朽化している水道施設設備の可視化について提言５
　老朽化が進んでいる水道の施設設備改良には多額の資金が必要であり、水道料金の改
定が必要となる。しかし町民には、地盤沈下や亀裂の入った浄水場施設や漏水の実態、
配管破損事故に直結する耐用年数切れの水道管の状況などは全く知られてはいない。
　今年度AIを使った水道管理システムを導入することから、老朽化の実態を分かりや
すく可視化し、町民との情報共有を進めることを求める。水道事業の課題の打開には、
町民の理解を得る必要がある。

予算審査報告書についてはホームページで確認できます。
ホーム（くらし行政）＞議会＞委員会＞予算・決算審査特別委員会

議員からの予算質疑抜粋

　　地域力創造アドバイザー業務委託料により、どのような業務を予定しているか。
　　廃ホテルの活用や稲取の見晴台、クロスカントリーコースの展望台の辺りでカフェ
はできないか、また旧百山荘の活用等も検討している。

地域施設の活用
Ｑ

Ａ

　　ごみ収集委託料について、前年度4,431万５千円から新年度5,779万 4 千円への増
額の要因は。
　　今回は公共単価、県単価を使って機械的に計算できる形で精査したところによる。
これまで見積合わせを行った結果、金額が折り合わない事が多々あり、業者と交渉した
中で事務を行っていた。

ごみ収集
Ｑ

Ａ

健康づくり
　　後期高齢者人間ドック150万円の予算措置は何人くらい見込んでいるか。国保から
後期になり、途切れた方への周知の仕方はどのように行うか。
　　３万円を上限に50人分を計上した。周知方法については、４月の健診案内と一緒
に通知文書を同封する、町HPや広報「ひがしいず」でも行う予定である。

Ｑ

Ａ

　　分娩施設通院費用助成費と妊婦健診通院費用等助成費の対象は。
　　分娩施設通院費について順天堂静岡病院を想定。通院時間60分以上でハイリスク
の方。

子育て支援
Ｑ

Ａ

　　町観光宣伝委託料の内訳は
　　姉妹都市事業の一環で、ＳＢＣラジオ企画のバスツアーで、毎年補正で対応してい
た業務110万円を当初予算計上とした。他に伊豆急行のキンメ列車改装費で168万円と
なっている。

観光対策
Ｑ

Ａ

　　中学校部活動地域移行推進協議会委員報酬は、何人で何回を予定しているか。
　　部活動地域移行推進協議会については、小中学校の保護者代表４名と有識者２名、
スポーツ団体４名の計10名を予定しており、年２回開催予定。国から努力義務の設置
年度である令和７年度に設置予定。

教育環境
Ｑ

Ａ

水道事業
　　料金審議会の予算を計上しているが、いつ頃からどのように開催していくのか。　　�
　　来年度経営戦略の見直し予定、浄水場の方向性も決まってきて、ある程度目途がつ
いてきたら、令和７年度中には審議会を開催したいと思っている。

Ｑ

Ａ
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ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

地域福祉の中核を担う
社会福祉協議会

Ｑ

Ａ
社会福祉協議会が介護事業所を閉鎖すると聞くが
訪問介護の人材難と居宅介護も赤字が続いていた

登校できなくても安心して
過ごせる居場所が大切

Ｑ

Ａ
不登校の子ども達の学校や家庭以外の居場所は
よりみち135の利活用を検討している

　
　
全
国
で
35
万
人
、
静
岡
県

で
も
５
年
前
の
２
倍
で
あ
る

１
万
人
を
超
え
て
増
え
続
け

る
不
登
校
の
子
ど
も
達
。
町
内

の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
。

　
　
小
学
生
５
名
・
中
学
生
15

名
と
増
加
傾
向
。

　
　
再
び
登
校
す
る
こ
と
を

ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、
子
ど
も
が
自

己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く
支

援
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
以
前
は
登
校
拒
否
と
呼

び
、
無
理
や
り
学
校
に
連
れ
て

行
く
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
学

校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
、
だ
か
ら
居
場
所
を
探
し
て

あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
ふ
う
に
理
解
が
進
ん
で

い
る
。

　
　
支
援
の
取
り
組
み
は
。

　
　
担
任
が
家
庭
訪
問
や
電

話
で
様
子
を
見
て
い
る
。
ま
た

昨
年
９
月
か
ら
熱
川
中
の
空

き
教
室
を
活
用
し
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
と
し
て
登
校
し
て
い

る
子
も
い
る
。

　
　
相
談
体
制
は
。

　
　
専
門
家
を
配
置
し
個
別

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
学
校
や
家
庭
以
外
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
は
。

　
　
重
要
と
考
え
る
。
よ
り
み

ち
１
３
５
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
学
習
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

し
て
県
が
や
っ
て
い
る
『
し
ず

お
か
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
』

を
強
く
勧
め
る
が
ど
う
か
。

　
　
試
行
運
用
に
は
申
し
込

み
が
な
か
っ
た
。
本
格
運
用
を

控
え
、
周
知
の
方
法
な
ど
あ
ら

た
め
て
検
討
し
た
い
。

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

　
　
町
は
こ
の
事
態
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
一
介
護
事
業
所
に
対
し

特
別
な
支
援
は
で
き
ず
、
そ

の
存
続
に
つ
い
て
は
事
業
所

の
経
営
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
但
し
社
会
福

祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
の
推

進
に
お
け
る
中
核
的
な
役
割

を
持
つ
組
織
と
し
て
認
識
し

て
お
り
、
し
っ
か
り
と
支
援

し
連
携
し
て
い
き
た
い
。
今

後
の
支
援
の
あ
り
方
を
中
心

に
、
業
務
内
容
の
再
点
検
や

委
託
事
業
の
見
直
し
、
法
人

運
営
の
改
善
等
を
図
る
た
め
、

包
括
的
な
協
議
の
場
を
設
け

大事なことは
ごみにしないで
リサイクル

Ｑ

Ａ
ごみ減量化は
混ぜればごみ、分別すれば資源

　
　
ご
み
袋
の
有
料
化
以
降

の
排
出
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

状
況
は
。

　
　
ご
み
の
排
出
量
は
減
少

の
傾
向
に
あ
る
が
大
き
く
変

化
は
し
て
い
な
い
。
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
横
ば
い
の
数
字
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
最
終
処
分
場
を
持
た
な

い
こ
と
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
鎌
倉
市
で
は
焼
却
灰
を

高
温
で
溶
融
固
化
処
理
を
行

い
、
埋
め
立
て
を
行
わ
ず
土

木
資
材
等
に
活
用
を
図
っ
て

い
る
。
画
期
的
な
手
法
で
あ

る
が
、
プ
ラ
ン
ト
整
備
や
事

業
委
託
等
の
経
費
が
必
要
と

な
る
。
一
方
、
当
町
で
は
最

終
処
分
場
へ
の
埋
め
立
て
処

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

理
を
選
択
し
て
い
る
。
各
々

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
、
埋
め
立
て
可
能
年

数
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後

町
に
と
っ
て
ど
の
方
法
が
適

し
て
い
る
か
、
コ
ス
ト
面
も

念
頭
に
置
き
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
　
現
在
の
ご
み
分
別
の
種

類
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

　
　
現
状
で
は
16
分
類
し
て

い
る
が
今
後
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
町
に
と
っ
て
適

し
て
い
る
か
、
啓
発
も
含
め

調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

粗
大
ご
み
を
メ
ル
カ
リ
や

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
販
売
す
る

考
え
は
。

　
　
住
民
の
リ
ユ
ー
ス
意
識

醸
成
の
取
り
組
み
だ
が
ご
み

の
削
減
や
最
終
処
分
場
へ
の

搬
入
減
少
に
つ
な
が
る
一
方
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
る
。

行
政
が
行
う
の
か
町
民
自
ら

の
取
り
組
み
を
補
完
し
て
い

く
こ
と
が
よ
い
の
か
検
討
し

て
い
く
。

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
今
年
度
介
護
人
材
育
成

支
援
事
業
に
40
万
円
措
置
さ

れ
た
が
、
制
度
の
中
身
と
実

績
は
。

　
　
初
任
者
研
修
、
更
新
研

修
を
は
じ
め
11
の
研
修
を
対

象
に
受
講
料
や
教
材
費
に
つ

い
て
２
分
の
１
、
５
万
円
を

限
度
に
補
助
し
て
い
る
。
実

績
に
つ
い
て
は
１
件
、
２
万

４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
研
修
を
受
け
る
に
も
交

通
費
な
ど
が
掛
か
り
負
担
が

大
き
い
が
。

　
　
今
後
必
要
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。

　
　
伊
東
市
で
は
「
医
療
・

福
祉
人
材
確
保
の
た
め
の
新

生
活
応
援
事
業
」
と
し
て
、

医
療
・
福
祉
の
専
門
資
格
を

持
つ
人
を
対
象
に
し
た
移
住

定
住
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

当
町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
現
行
の
移
住
定
住
支
援

事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
財
源

の
問
題
も
考
慮
し
調
査
検
討

を
行
い
た
い
。

Ａ Ｑ

一般質問第 １ 回 定 例 会第 １ 回 定 例 会
一 般 質 問 一 般 質 問 

楠楠  

山
　
節

山
　
節  

雄
　
議
員

雄
　
議
員

　
■
ご
み
問
題
に
つ
い
て

　
■
ご
み
問
題
に
つ
い
て

　
■
地
域
商
品
券
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
■
地
域
商
品
券
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
■
入
湯
税
に
つ
い
て

　
■
入
湯
税
に
つ
い
て

栗栗  
原
　
京

原
　
京  

子子    
    

議
員
議
員

　
■
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
確
保
に
つ
い
て

　
■
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
確
保
に
つ
い
て

　
■
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

　
■
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

須須  

佐
　
衛
　

佐
　
衛
　  
　
議
員

　
議
員

　
■
医
療
・
介
護
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
■
医
療
・
介
護
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
■
熱
川
の
風
力
発
電
施
設
に
つ
い
て

　
■
熱
川
の
風
力
発
電
施
設
に
つ
い
て

山山  

田
　
豪

田
　
豪  

彦彦      

議
員
議
員

　
■
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て

　
■
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て

鈴鈴  

木
　
伸

木
　
伸  

和
　
議
員

和
　
議
員

　
■
白
田
川
橋
の
検
討
結
果
と
今
後
に
つ
い
て

　
■
白
田
川
橋
の
検
討
結
果
と
今
後
に
つ
い
て

　
■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

西西  

塚
　
孝

塚
　
孝  

男
　
議
員

男
　
議
員

　
■
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

　
■
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

　
■
消
防
団
に
つ
い
て
　

　
■
消
防
団
に
つ
い
て
　

山山  

田
　
直

田
　
直  

志
　
議
員

志
　
議
員

　
■
東
伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
の

　
■
東
伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　
■
東
伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
の

　
■
東
伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
策
目
標
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
策
目
標
に
つ
い
て

　
■
町
民
支
援
の
避
難
所
等
の
状
況
に
つ
い
て

　
■
町
民
支
援
の
避
難
所
等
の
状
況
に
つ
い
て

東伊豆町議会 YouTube　
チャンネル

議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

ＱＱＡ

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

Ａ Ｑ

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
白田川橋の検討結果と今後について
新年度に取り壊しを行い、状況が整えば可能な限り早急に報告する

Ｑ

Ａ
現在の町公式LINEの登録者数は
２月25日現在で5,907人となっている

町の公式LINE

　
　
３
年
間
ど
の
よ
う
な
調
査

検
討
が
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

各
々
の
費
用
と
結
果
は
。

　
　
架
け
替
え
に
伴
う
概
略
設

計
業
務
（
３
１
９
万
円
）
で
事

業
費
７
億
円
、
10
年
の
工
期
が

必
要
と
示
さ
れ
た
。
他
に
解

体
工
事
の
設
計
業
務
（
７
０

７
万
円
）、橋
台
調
査
業
務
（
２

３
１
万
円
）、
方
針
検
討
業
務

（
62
万
円
）
等
を
実
施
し
、
方

針
検
討
で
は
単
純
撤
去
が
望

ま
し
い
と
の
結
果
を
得
た
。
令

和
６
年
度
は
白
田
片
瀬
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
検
討
会
議
の

中
で
橋
の
必
要
性
も
検
討
中
。

　
　
今
後
ま
だ
必
要
と
す
る

調
査
検
討
内
容
が
あ
る
か
。

寂しいな〜昔が懐かしいよ！

Ｑ

Ａ
小中学校の統合を何年後に考えているのか
少なくても６年程度は必要

　
　
出
生
数
が
年
々
低
下
し
て

い
る
中
で
、
町
は
小
・
中
学
校

の
統
合
を
何
年
後
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
新
し
い
学
校
を
整
備
す
る

た
め
に
は
、
一
般
的
に
は
用
地

等
の
条
件
が
整
っ
て
か
ら
基
本

構
想
と
基
本
計
画
の
策
定
に
大

体
２
年
、
校
舎
等
の
設
計
に
２

年
、
工
事
２
年
の
少
な
く
と
も

合
計
６
年
程
度
の
期
間
を
要
す

る
と
考
え
る
。
ま
た
学
校
の
統

合
に
関
し
て
は
町
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
統
合
に
伴
っ
て
職

員
数
が
変
わ
る
た
め
県
の
承
認

「厚さ・薄さ」だけでは
ない「差」があります

Ｑ

Ａ
各分野の現状と課題は
個別計画に反映させる

　
　「
東
伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
指
針
」
は
町
政
上
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
か
。

　
　
最
上
位
は
町
の
「
国
土
強

靭
化
計
画
」
で
、「
ま
ち
づ
く

り
総
合
指
針
」
は
そ
の
次
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
計
画
と
な
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画

と
の
違
い
は
。

　
　
過
去
の
総
合
計
画
は
町

民
に
と
っ
て
読
み
に
く
く
、
町

の
進
む
方
向
や
優
先
順
位
が

分
か
り
に
く
い
、
ま
た
財
源

的
裏
付
け
が
な
く
実
行
性
が

乏
し
い
等
の
課
題
が
あ
っ
た
。

今
回
作
成
し
た
総
合
指
針
で

は
内
容
に
機
動
性
・
柔
軟
性

　
　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登

録
す
る
と
ど
ん
な
こ
と
が
わ

か
る
の
か
。

　
　
友
達
登
録
を
す
る
と
町

政
情
報
や
暮
ら
し
の
お
役
立

ち
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

防
災
情
報
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　
未
登
録
者
の
登
録
を
増

や
す
た
め
に
戸
別
訪
問
を
す

る
考
え
は
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
訪
問
に

よ
る
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
今
後
も
登
録
者
を
増

や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、世
代
や
タ
ー
ゲ
ッ

取り壊しが決定した
白田川橋

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県

全
体
で
の
採
用
数
の
調
整
の
た

め
に
は
少
な
く
と
も
２
年
前
ま

で
に
統
合
の
日
程
を
報
告
す
る

必
要
が
あ
る
。
町
も
統
合
の
準

備
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
に
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
な

か
な
か
す
ぐ
に
と
い
う
ふ
う
に

は
い
か
な
い
。

　
　
今
あ
る
学
校
を
使
っ
た
ら

ど
う
か
。

　
　
当
町
の
校
舎
は
一
般
的
に

言
わ
れ
る
70
年
の
耐
用
年
数
に

近
づ
い
て
き
て
お
り
、
今
後
の

改
修
や
建
て
替
え
を
考
慮
す
る

と
難
し
い
面
が
あ
る
た
め
、
そ

う
い
っ
た
点
も
含
め
て
統
合
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
ま
ず
は
統
合
し
て
か
ら
新

し
い
校
舎
を
作
っ
た
ら
ど
う

か
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
環

境
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
ま
た

す
ぐ
に
新
し
い
環
境
へ
移
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
な

議
論
が
必
要
。
移
転
の
コ
ス
ト

等
、
財
政
的
な
面
も
含
め
幅
広

い
視
点
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ト
ご
と
に
適
し
た
周
知
誘
導

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
現
在
よ
り
み
ち

１
３
５
を
中
心
に
ス
マ
ホ
教

室
を
開
催
し
、
登
録
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
情
報
発
信
の
回
数
と
時

間
を
定
刻
に
す
る
考
え
は
。

　
　
情
報
発
信
は
各
担
当
課

が
適
当
と
判
断
し
た
時
間
に

行
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
時
に
い

つ
で
も
確
認
で
き
る
た
め
、

定
刻
に
固
定
せ
ず
随
時
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　
　
高
齢
者
ス
マ
ホ
購
入
補

助
金
を
復
活
さ
せ
る
考
え

は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
令
和
４
年
度
に
実
施

し
た
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て

最
大
の
課
題
は
購
入
費
用
で

は
な
く
必
要
性
の
理
解
や
操

作
方
法
に
あ
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
環
境
作
り
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

　
　
新
た
な
調
査
等
は
予
定

し
て
い
な
い
。
工
事
実
施
に
伴

う
測
量
や
設
計
は
必
要
と
な
る
。

　
　
通
行
止
め
に
伴
う
交
通

安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
た
か
。

　
　
橋
の
両
岸
に
バ
リ
ケ
ー
ド

を
設
置
。
国
道
に
か
か
る
側
道

橋
か
ら
町
道
に
降
り
る
部
分
の

歩
道
の
切
り
下
げ
、側
道
橋
入

口
の
段
差
の
解
消
を
実
施
し
た
。

　
　
令
和
４
年
の
白
田
区
・
片

瀬
区
の
要
望
書
に
対
す
る
対

応
は
。

　
　
様
々
な
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
全
体
像
を
明
確
に
す
る

た
め
、
架
け
替
え
費
用
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
把
握
の
た
め
の
概

略
設
計
を
実
施
。
こ
れ
ま
で
の

検
討
結
果
を
客
観
的
に
整
理

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
町
長
就
任
中
に
結
論
を

出
す
か
。

　
　
取
り
壊
し
は
新
年
度
に

実
施
し
、
必
要
な
情
報
の
整

理
・
確
認
を
行
い
な
が
ら
状
況

が
整
え
ば
可
能
な
限
り
早
急

に
報
告
す
る
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
町
民

に
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
職
員

が
活
用
し
や
す
い
も
の
を
目

指
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
一
般
募
集
を
行
い
、
役
職

に
関
わ
ら
ず
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

特
徴
で
、
さ
ら
に
町
長
自
身
が

計
画
策
定
に
携
わ
っ
た
こ
と

で
、
従
来
の
計
画
と
比
較
し
て

実
施
に
向
け
た
実
現
度
が
大

き
く
異
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
各
分
野
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
ま
と
め
た
冊
子
や

副
読
本
は
あ
る
か
。

　
　
総
合
指
針
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
町
民
や
職
員

に
も
読
み
や
す
く
、
明
確
に
町

の
将
来
像
を
示
し
、
優
先
的
に

伝
え
る
べ
き
内
容
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

現
状
と
課
題
を
ま
と
め
た
冊

子
や
副
読
本
は
な
い
が
、
個
別

計
画
に
具
体
的
に
反
映
さ
せ

た
い
。
ま
た
、
進
捗
具
合
の
検

証
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で

町
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
て

い
き
た
い
。

Ａ ＱＡ Ｑ

ＱＡ

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

ＱＡＱ

ＡＱＡ
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議 案 審 議委 員 会 報 告 他

第１回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇  賛成　×  反対
※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条例の一部改正等
議案第１号　地方自治法の一部を改正する法律施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第２号　刑法等の一部を改正する法律施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第３号　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の一部改正施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号　中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第５号　住民参加型自家用有償旅客運送条例の制定 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇 〇
議案第６号　特別職の職員で常勤の者の給料等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第７号　職員の給与に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第８号　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第９号　消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号　非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号　観光施設整備基金条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第12号　水道事業給水条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第13号　公営企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第14号　風力発電事業特別会計条例を廃止する条例 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第15号　風力発電事業基金条例を廃止する条例 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第16号　県市町総合事務組合規約の一部変更 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第17号　公の施設の指定管理者の指定（東伊豆町いきいきセンター） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第18号　公の施設の指定管理者の指定（東伊豆町奈良本けやき公園） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補　正　予　算
専決承認第１号　専決処分の承認を求めることについて（令和６年度一般会計補正予算（第10号）） 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ╳
議案第19号　令和６年度一般会計補正予算（第11号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第20号　令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第21号　令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第22号　令和６年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第23号　令和６年度稲取財産区特別会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第24号　令和６年度町風力発電事業特別会計補正予算（第１号）可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第25号　令和６年度幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第26号　令和６年度水道事業会計補正予算（第４号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予　算　審　議
議案第28号　令和７年度一般会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第29号　令和７年度国民健康保険特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第30号　令和７年度後期高齢者医療特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第31号　令和７年度介護保険特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第32号　令和７年度稲取財産区特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第33号　令和７年度幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第34号　令和７年度水道事業会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同　　意　　案
同意案１号～10号　農業委員会委員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員発議・意見書
発議第１号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書案第１号　伊豆縦貫自動車道の早期全線開通を求める意見書 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書案第２号　公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意見書 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ╳
意見書案第３号　訪問介護報酬引き上げの再改定を早急に求める意見書 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書案第４号　選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ╳

※

報告書はコチラ

高齢者福祉を支えている高齢者福祉を支えている
現場の声を聞くべき現場の声を聞くべき

�　町長は、町の福祉事業と福祉・介護の現
場の方々から、高齢者の現状についてしっ
かりと聞くべきである。

地域包括支援センターの地域包括支援センターの
抜本的な拡充強化を抜本的な拡充強化を

�　独居老人や高齢者夫婦に対応するため
に、各地区やマンション等へ出向き、高齢
者と町とをつなげる取り組みを拡大された
い。また、成年後見人制度や「終活ノート」
の取り組みをさらに進められたい。

健康づくりは健康づくりは
町民みんなの課題に町民みんなの課題に

�　これまで「自分の健康は自分で守る」を
スローガンにしてきたが、「健康づくりは
町民みんなの課題」と位置づけよう。

上乗せ横出しの介護サービス上乗せ横出しの介護サービス
体制の充実を体制の充実を

��　介護保険料は低いが介護サービスの体制
が足りていない。必要なサービスを受けら
れるように上乗せや横出しによる介護施
策・体制の充実を求める。

「支え合う東伊豆」等の「支え合う東伊豆」等の
福祉関連事業の充実を福祉関連事業の充実を

��　歳を重ねると「買い物」だけではなく、生
きることすべての場面で手助けが必要とな
る。高齢者の支援に関わる町民を増やして
いくことが極めて重要であり必要である。

介護事業所への経営支援を介護事業所への経営支援を

�　人材確保等について事業者と連携し取り
組まれたい。

高齢者への広報手段の高齢者への広報手段の
再検討を再検討を

��　町が発信した情報がしっかりと伝わり共
有されているか検証が必要である。

�　文教厚生常任委員会では、令和６年９月から行ってきた高齢者福祉に関する所管
事務調査の報告書を作成、町に対し以下のような提言を行いました。

高齢者福祉に関する調査報告書を提出高齢者福祉に関する調査報告書を提出

一部事務組合議会議員からのお知らせ

　資源ごみ処理業務の対象事業者を近隣から県東部
へ拡大し、「資源ごみ売払い収入」が増加しました。
従来の古紙類・圧縮アルミに加え、令和６年度から
は鉄スクラップ・破砕鉄・破砕アルミ・圧縮鉄（缶）
が収入品目となっています。

東河環境センター東河環境センター

　賀茂医療圏の「連携拠点・積極的医療機関」に決
定しました。
　また、旧共立湊病院の解体が完了、土地について
は１年間検討の上、民間へ売却も検討します。
　指定管理者との契約期間が令和９年３月迄となる
ため、今後の方針を協議していきます。

下田メディカルセンター下田メディカルセンター

　令和６年４月１日付けで木梨消防署長が着任しま
した。また東伊豆署庁舎に関わる修繕として、１階
受付室の防火シャッター連動感知器の改修や２階ト
レーニングルーム外壁の雨漏り修繕等が実施されま
した。�

駿 東 伊 豆 消 防駿 東 伊 豆 消 防

　大規模修繕が完了したため、今後の施設整備・修
繕に対応できるよう、伊豆斎場建設基金条例の一部
を改正しました。

伊　豆　斎　場伊　豆　斎　場
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　「元気な町に」が合言葉！！
稲取漁港に根付いて22年。今回は
港の朝市に伺ってきました。
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２
０
０
２
年
３
月
か
ら
町

内
の
生
産
者
、
農
家
、
地
元

の
商
品
を
使
っ
て
製
造
販
売

し
て
い
る
商
店
の
皆
さ
ん

に
、
農
協
、
漁
協
も
加
わ
り

発
足
し
ま
し
た
。
６
軒
の
方

は
当
初
か
ら
頑
張
っ
て
営
業

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
22
軒

が
出
店
し
て
、
土
日
祝
日
の

８
時
か
ら
12
時
に
開
催
、
年

末
・
年
始
や
お
盆
の
時
期
も

営
業
し
て
い
ま
す
。
金
目
鯛

の
釜
め
し
は
Ｔ
Ｖ
で
何
度
も

紹
介
さ
れ
、
今
で
は
開
店
前

か
ら
行
列
が
で
き
る
程
の
人

気
で
、
最
高
３
０
０
食
売
っ

た
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

金
目
鯛
の
味
噌
汁
は
無
料

（
現
在
は
朝
市
協
力
金
30
円
）
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ま
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「
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相
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効
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あ
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し

か
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事
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暗
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事
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に
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い
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す
。
今

後
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を
Ｌ
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し
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り
提
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で
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て
、

会
場
全
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く
季
節
感

の
あ
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も
の
に
し
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て
い
ま
す
。
ま
た
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駐
車
ス
ペ
ー
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で
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行
者

天
国
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し
て
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マ
ー
ケ
ッ
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人
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楽
し
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す
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「
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が
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更
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れ
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っ
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き

た
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思
っ
て
い
ま
す
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発
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当
初
は
８
軒
で
、
売

り
上
げ
が
０
円
だ
っ
た
頃
も

あ
り
ま
し
た
が
「
継
続
は
力

な
り
」
を
合
言
葉
に
頑
張
っ にぎわう会場の様子

て
き
ま
し
た
。
元
気
な
町
に

で
き
る
よ
う
お
客
様
と
の
会

話
を
大
事
に
対
面
式
に
こ
だ

わ
っ
て
出
店
し
て
い
ま
す
。

で
振
舞
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
毎
回
２
０
０
食
前
後
の
名

物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
伊
豆

地
場
産
業
研
究
会
の
「
ト
コ

ロ
ポ
ン
チ
」
は
、
稲
取
の
ト

コ
ロ
テ
ン
に
フ
ル
ー
ツ
味
を

つ
け
て
ラ
ム
ネ
を
注
ぎ
入
れ

た
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
と
し
て

開
発
、
春
先
か
ら
は
人
気
の

商
品
で
す
。
他
に
も
多
数
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
あ
り
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

︱
ど
ん
な
思
い
で
開
催
し
て

い
ま
す
か
。

議
会
だ
よ
り
１
月
号
Ｐ
９
の
議
員

報
酬
の
現
状
と
比
較
に
お
い
て
、

「
議
員
報
酬
と
職
員
等
給
料
の
比

較
」
グ
ラ
フ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
左
表
の
通
り
訂
正
し
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

（
誤
）

（
正
）


